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愛媛県　なぎさ 平成１８年１２月４日

自己 外部
1 3 2

運営理念を短く一言で表し、重要事項説明
書に明示すると共に、ホームの中の目につ
きやすい所へ掲示する。

１２月の役員会に報告できるよう進める。 １２月中旬
運営理念が理解しやすくなり、職員に徹底す
ると共に、家族等、また地域の方々に理解し
ていただくことが出来る。

2 23 18
介護計画の見直しを６か月から３か月に変
更する。

３か月に変更すると共に家族の出会いに
ついても呼びかけをする。

直ちに
生活状況の変化に早く対応でき、家族の参加
が期待できる。

3 25 20

確実な申し送り、情報伝達。
現在の生活日誌による申し送りに各自が
サインをする。

直ちに 申し送りの徹底、情報の共有が出来た。

4 17 13

時の見当識への配慮。 居間の時計とカレンダーを増やす。 １２月中旬
ホールへ時計を増やし、カレンダーを増やすこ
とで時間感覚が向上する。

5 9 8
利用者一人ひとりに合わせた居室の環境
づくり。

自宅からなじみの品物を持ち込んだり、お
孫さん等が作ったものを飾ったり、環境づ
くりを行う。

その都度
馴染みの品物を持ち込むことで、安らぎのあ
る落ち着いた部屋になる。

6 101 55
成年後見制度の活用と知識修得の為の学
習。

今後の活用に備え、学習を進めると共に
パンフレットを用意する。

３か月に１回
勉強会

勉強会により理解を深め、今後の活用及び地
域の方々にも役立つことが出来る。

7 128 69
市の介護研修等の事業で受諾できるもの
があれば受諾する。

市に働きかけ、介護研修等の事業を受け
入れるよう努力する。

継続
地域に出かけ、介護研修等の事業を行う事
で、地域に役立つことが出来る。
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